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発言№ 17                       受付 NO. 4   

令和 8 年 6 月 4 日                    

                           2 時 57 分 受 付 

一  般  質  問  発  言  通  告  書 

議席番号  17  番   氏名  岡 本  正 友   

 

答弁を求める者   市長 教育長 監査委員 選挙管理委員会委員長 

（□をつける）   農業委員会会長 固定資産評価審査委員会委員長 公平委員長 

発言項目及び要旨  

１ 若者定住につながる人材育成について 

人口減少や少子高齢化が進む中、地域活動や伝統文化、スポーツ活動の担い手不足

が深刻化している。本市においても若年人口の流出が続いており、将来にわたり地

域社会を支える人材を育成するためには、子どもや若者が地域との関わりを深め、

郷土への愛着や誇りを育む取組が重要である。 

浜田には、飢饉の中で多くの人々を救ったと伝えられる今津屋八右衛門の生涯を語

り継ぐ盆踊り口説き「会津屋八右衛門」がある。こうした郷土の歴史や先人の功績

を学び伝えることは、若者の地域への誇りや愛着を育む上で大きな意義があるが、

人口減少や少子高齢化により、その継承も難しくなりつつある。 

若者の定住促進のためには、雇用や生活環境の整備に加え、地域への誇りや愛着を

育む人材育成が重要であるとの観点から、まちづくりの基盤となる人材育成、郷土

芸能・地域文化の継承、そして部活動の地域展開とスポーツ人材育成について伺う。 

(１) まちづくりの基盤としての人材育成について 

① 地域に愛着を持ち、将来の浜田市を支える人材の育成について、市政全体の中で

どのように位置付けているか伺う。 

② 進学や就職により市外へ転出した若者が、将来的にも地域と関わり続けるための

関係人口の創出や交流機会の確保について、どのような認識を持っているか伺う。 

③ 若者が「帰ってきたい」「住み続けたい」と思えるまちの実現に向け、今後どの

ような方向性で施策を進めていく考えか伺う。 
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(２) 郷土芸能・地域文化を通じた人材育成について 

① 石見神楽をはじめとする郷土芸能や地域文化の継承状況についてどのように認識

しているか伺う。 

② 担い手不足の現状と課題について伺う。 

③ 郷土芸能や地域文化への参加・継承活動が、子どもや若者の郷土愛や地域への誇

りの醸成、さらには将来的な定住意識の形成に与える効果についてどのように認

識しているか伺う。 

④ 今後、学校教育や地域活動との連携を強化し、次世代への継承を進めていく考え

について伺う。 

(３) 部活動の地域展開とスポーツ人材育成について 

① 中学校部活動の地域展開が進められる中、指導者不足や活動の受け皿整備などの

課題についてどのように認識しているか伺う。 

② 本市における部活動の地域展開の現状と今後の進め方、また地域移行に向けた工

程について伺う。 

③ 地域スポーツを支える指導者や運営人材の育成について、スポーツ協会や競技団

体等とどのように連携して取り組んでいく考えか伺う。 

④ 本市出身のオリンピック金メダリスト竹本正男氏を顕彰する体操大会が終了した

ことによる影響をどのように捉えているか伺う。 

⑤ 同氏の功績を後世に伝え、子どもたちの目標や郷土への誇りにつなげるため、今

後どのような取組を考えているか伺う。 


